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　ラ 氏島 は 膵臓 の 外分泌部内に 混在す る もの と外分

泌部か ら独立 して 米粒 大 の い わゆ る Blockmann 小

体 を 形成 す る もの と が あ る が ，こ れ らの間に組 織学

的な相違 は 認 め られ な い 。

一般に ラ氏 島は よ く発達

した結合組織 に よ っ て 囲まれ ， 島内に は次 の 四種類

の 内分泌細胞 が観察 され た 。

A 細胞 ： Azan 染色で 赤染 し，　 Grimeliusの 鍍銀法

で 黒化 す る細胞 で ，島の 周 辺 部 と内部に 散在性 に み

られ る 。 電顕的に は 分泌顆粒は 円 形 の 限界膜 の 中に

電子密度の 高い 四角形，六角形などの 結晶状 の 芯を

含み ， 両者 の 問 に は か な り広 い 間隙 が 認め られる 。

Grimeliusの 鍍銀法を電顕 に 応用す る と銀粒 子 は こ

の 間隙 に 集 中 して 出現す る。

B 細胞 ： Aldehyde−fuchsin 染色に よ っ て 濃紫色 に

染 ま る細胞 で ， 少数個で 小群をなす もの が島の 内部

に 散在す る。電顕 的 に は 分泌顆粒は円形 の 限界膜 の

中に 高電子密度 の 円形 の 芯 を入 れ ， 両者の 聞 に は極

め て 狭い 間 隙 が認 め れ る 。

D 細胞 ：Hellman らの 鍍 銀法 で 黒 化 し，　 Aniiinblue

で 青染す る細胞で ，島内 に散在 し， 電顕的に は分泌

顆粒 は 円形の 限界膜 の内部が電 子 密度の 低 い 疎構の

物質 で 充 た さ れ ， 両者の 間 の問隙は明瞭 で な い 。

F 細胞 ：使 用 さ れ た 染色法 で は い ずれ も染 ま らず ，

細胞質 の 明調 な 細胞で 大 き く，島内に 散在性 に み ら

れ る 。 電顕的 に は分泌顆粒は他 の 細胞の もの に 比 し

て 大き く，長楕円形 の 限 界 膜 の 中 に は 細線維 が 密集

し，そ れ らは 顆粒 の 長軸 と ほ ぼ並 行 に 走 る 。 又 細胞

質の
一

側 に よ く発達 した 粗面小 胞体 が あ り，時に 大

きな うず巻 き状を な すもの が み られ た。 （こ の 細胞

は フ グ に 特 に 見出され た 細胞 で 分 泌 顆 粒 が Fila−

mentous な構造を もつ こ と か ら F 細飽 と 呼 び た い ）。

　 分泌顆粒 は い ずれ の 細胞 に お い て もゴ ル ジ装置で

形成 され る 像 が み ら れた。又開 口 形式に よ る分泌顆

粒 の 放 出縁 が A 細胞 と F 細胞 で 観察 さ れ た。
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　魚類肝細胞 の 糖代謝 の 作 用機序を予察す る た め イ

シ ガ レ イ を無処理 の もの と ， 硫酸 ア ト ロ ピ ン 1時間

処 理 の もの とに 分け，肝膵臓細胞 の微細媾造 の 変化

を比較研 究 した。処理 群の 肝細胞 は ，
マ イ ク ロ ボ デ

イ様小体 で 満 され，そ の 他 の 細胞器官は崩 壊 直前 の

状態 を 示す少数 の 細胞 が 出現 した 。 また ，
マ イ ク

ロ ボ デ イ様小体 の 少 な い 細 胞 で は ， グ リ コ ーゲ ン 顆

粒や 油滴は 正常の もの よ り著し く増え た 。 反面 ， 粗

面小胞体 は 退化し，核講造 や ミ トコ ン ド リア や ゴ ル

ジ コ ン ブ V ッ ク ス な どは機能的 に は 不活潜 に な る こ

とが 認 め られ た 。一方， 膵細胞内の媾造は ， 原形質

の 電子密度の 上 か ら， 高電子密度で 断面 が 細長い 粗

面 小 胞体 を 有 し，腺腔側 に 分泌顆粒をもつ 細胞と ，

低電子密度で 断面 が 円 形 に 近 く太い 粗面小胞体を も

ち核附近 まで 多数 の 分泌顆粒 を 有 す る 2 型 の 細胞 に

区別 さ れ た。粗面 小 胞体は両者と もよ く発達 して い

る。ア ト ロ ピ ン 処 理 の 結果低電子 密度 の 細胞 で は ミ

トコ ン ドリア の 膨 化 と櫛状構造 の 変形が著しく認 め

られた 。

一部 の 細胞で は 処 理 の 結果 ， 細胞の 崩壊が

起 こ る が ， 崩壊 の 起 らな か っ た 細胞 で は，活動相 に

あ る核，発達 した 粗面 小 胞体 ゴル ジ コ ン ブ レ
ッ ク

ス が 認め られ ， 大型分泌顆粒が 核近 くに 認 め られ て

分泌機能は続け られ て い る こ と が 認 め られた 。
こ の

こ と か ら，肝 細 胞 で は ア ト ロ ビ ン に よ り分泌機能は

抑制さ れ ， 細胞内 に グ リ コ ーゲ ソ 顆粒 の 蓄積 が 行 な

わ れ た こ と が 分 か 1）， 膵臓細腔 の 低電子密度細胞で

は ， ア ト ロ ビ ソ 効果 は な く分泌 機能 は 続けられ て お

り， 糖代謝に関述する分泌物質を産生 して い る こ と

が 暗示 され た。膵細胞 の 高電子 密度細胞 は ア ト ロ ビ

ン で分泌機能 は完全 に 抑制 され た 。
こ の こ と は こ の

細胞 に よ り産生 され る物質 は糖代謝に 関連 しな い こ

とが暗示され る 。
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